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JAPAN OPTIMIST
DINGHY ASSOCIATION




	報 告 者
	クラブ　湘南ジュニアヨットクラブ
学年　中学3年　　　　　　　氏名　佐藤　春菜

	大 会 名
	IODA  Asian OPTIMIST Championship 2012

	開 催 地
	トリンコマリー/スリランカ　

	大 会 期 間
	6/2～6/10

	セールNo
	JPN3166
	最 終 順 位
	45位


	気温、水温、ウエアについて
	気温は日本の真夏より少し暑く、水温も日本よりは温かいと思いました。

陸では半袖でしたが、海では日焼けと熱中症防止に長袖、長ズボンで出るようにした。

	海面（湖面）の特徴や風の傾向
	陸からの風で10m越えの日が続いた。でも風のわりに波はあまりなかった。

岸の近くではブローとそうじゃないところの差が大きかった。

	セッティングで注意したこと
	パワーを入れすぎてオーバーにならないよう気をつけた。
波がないのでレイキを立てすぎないようにした。

	セーリングで注意したこと
	自分はアビームとランニングが遅いのでクローズで前に出るようにした。

その為にスタートは絶対に失敗しないように気をつけた。

	海上で練習したこと
	スピードをつける練習。練習最後にはフリーも練習した。
初日の午後にAUSとNZLの選手とコース練習をした。
AUSもNZLもコース取りがしっかりしてると思った。

	実際のスベリはどうでしたか？
	波があまりないので走りやすかった。滑りだけだったら海外の選手に追いつくことができたが、ブローに入ってオーバーヒールしてしまうことが多かった。

	スタートは、どうでしたか？
	必ず1列目からでるように心がけた。初日は有利サイドを狙っていたけど上手くスタートできなかったので2日目からは空いてる所から出てた。海外の人はラインよりすごく前に出るのでつられて前に出すぎないようにした。

	コース戦略はどうでしたか？
	すごく振れたので真ん中目で周りに合わせるようにした。大きいブローがあったら少し奥まで行って取りに行くようにした。

	自分より上位の選手との違いは？
	スタートが失敗してもコース取りがうまいので挽回するのが早かった。それに上で私より後ろにいた選手がフィニッシュしたら上位に入っていた。ブローに入っても船がヒールしていなかった。

	国内の練習で役立ったこと
	スタートとクローズでの走り方。

	国内の練習で足りなかったこと
	アビームとランニング。コース取り。

	印象に残った外国選手は？
	女子1位のSIN33の選手。体が大きいわけじゃないのに安定した走りだった。

	行く前と、行ってからで違ったことはありましたか。
	今までは強風でもセットをしっかりやってたけど今回の大会で抜き気味にしたらしっかりしたときより速いということに気付いた。

	今後の課題と目標は？
	今回できなかった部分をもっと練習して全日本でいい結果を残したい。

	JODAへの要望
	特にないです。

	その他
	お世話になった皆さんありがとうございました。


ご協力ありがとうございました
JODA海外派遣委員会
